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多面的機能支払交付金活動組織紹介パネル

〈  主な項目内容 〉

○理事長あいさ つ ……………………… ２

○第1 8 2 回総代会開催　 他 ……………… ３

○令和４ 年度予算のあら まし ………… ４

○令和４ 年度賦課金について ………… ５

○令和４ 年度地区除外決済金について　 … ６

○福島県沖地震による被害状況について　 … ７

○水利調整委員及び水利について …… ８

○配水計画について　 他 ……………… ９

○改良区への通知、 使用料・ 手数料について　 … 1 0

○管理運営委員会と 担当職員、 事務局機構　 … 1 1

○多面的機能支払交付金活動  他 ……… 1 2
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第
一
八
二
回  

総
代
会
開
催

第
一
八
二
回
総
代
会
が
令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代

七
十
三
名
の
出
席
を
頂
き
、
上
程
さ
れ
た
全
三
十
七
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

最 上 川 中 流 だ よ り令和４ 年６ 月 （ 2）第 89 号

【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】　（
抜
粋
）

　
本
日
こ
こ
に
、
第
百
八
十
二
回
総
代

会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
総
代
の
皆
様
方
に
は
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
お
集
ま
り
頂
き
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
に
、
三
月
十
六
日
に
発
生
し
た
、
福
島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
の

影
響
に
よ
り
、
当
改
良
区
管
理
の
国
営
用
水
路
で
あ
る
中
央
幹
線
用
水
路
（
内

径
一
六
五
〇
㎜
）
が
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
用
水
路
の
破
損
に
よ
り
道

路
が
陥
没
し
、
周
辺
の
田
畑
に
土
砂
が
流
失
し
て
お
り
、
現
在
、
原
因
の
調

査
を
始
め
、
復
旧
に
向
け
て
国
・
県
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
通

水
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
土
地
改
良
法
の
改
正
に
伴
い
令
和
四
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
会
計

処
理
の
変
更
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
的
に
土
地
改
良
区
に
お
け

る
運
営
の
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
の
社
会
的
要
請
が
あ
り
、
今
般
、
貸

借
対
照
表
の
作
成
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
に
は

土
地
改
良
施
設
の
更
新
を
進
め
る
た
め
更
新
費
用
を
計
画
的
に
積
み
上
げ
る

た
め
施
設
の
資
産
評
価
を
的
確
に
行
い
ま
す
。

　
二
つ
に
は
、
土
地
改
良
区
運
営
の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
組
合
員
の
皆

様
方
が
抱
く
負
担
と
給
付
の
面
か
ら
各
種
賦
課
金
の
適
正
化
に
つ
い
て
説
明

責
任
を
果
た
す
事
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
更
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
、
国
・
県
営
維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
、
各

特
別
会
計
毎
に
予
算
を
編
成
し
運
営
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
複

式
簿
記
導
入
に
よ
り
会
計
の
一
本
化
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
に
お
け
る
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
、
と
り
わ
け
こ
こ
数

年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
や
食
生
活
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
全
国
的
に
米
の
消
費
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
三
年
度
に
お
け
る

本
県
の
水
稲
作
柄
状
況
は
十
ア
ー
ル
当
た
り
六
百
二
十
八
キ
ロ
と
全
国
ト
ッ

プ
の
単
収
と
発
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
米
の
過
剰
在
庫
等
の
影
響
に

よ
り
売
り
渡
し
価
格
の
低
迷
は
農
家
経
済
を
直
撃
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

営
農
に
向
け
て
、
山
形
県
、
山
形
市
、
山
辺
町
ご
当
局
に
於
か
れ
ま
し
て
は
種
々

の
支
援
策
を
講
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
私
共
、
土
地
改
良
区
と
致
し
ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
政
策
に
呼
応
し
、
賦
課
金

の
軽
減
を
図
り
、
農
家
経
済
の
改
善
を
図
る
べ
く
令
和
五
年
度
よ
り
の
実
施
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
経
常
賦
課
金
十
ア
ー
ル
当
た
り
五
，
二
〇
〇

円
に
つ
い
て
、
凡
そ
十
％
の
削
減
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
財
源
の
凡

そ
の
目
途
に
つ
い
て
は
、（
株
）
山
形
発
電
よ
り
配
当
金
の
受
取
並
び
に
受
託
費
の

増
加
分
の
一
部
、
そ
し
て
維
持
管
理
費
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
職
員
の
退
職

給
与
金
に
つ
い
て
同
規
模
改
良
区
団
体
や
参
考
と
し
て
き
た
地
方
公
務
員
職
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
是
正
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
当
区

が
発
注
す
る
物
品
調
達
、
区
有
車
・
パ
ソ
コ
ン
等
の
リ
ー
ス
料
、
工
事
発
注
業

務
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
節
減
意
識
を
共
有
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
四
年
度
の
国
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
費
は
五
，

一
五
四
億
円
余
り
で
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
を
可
能
に
す
る
水
田
の

大
区
画
化
等
生
産
基
盤
の
強
化
、
た
め
池
対
策
や
流
域
治
水
の
取
組
な
ど
に

よ
る
農
業
・
農
村
の
強
靱
化
の
推
進
等
の
予
算
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
予
算
案
を
参
考
に
当
改
良
区
と
し
て
は
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害

に
対
処
す
る
上
で
も
基
幹
水
利
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
並
び
に
、
地

域
農
業
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
、
防
災
・
減
災
事
業
等
を
要
望

す
る
中
で
、
頭
首
工
、
ポ
ン
プ
場
、
用
排
水
路
な
ど
の
更
新
及
び
長
寿
命
化

対
策
を
充
実
し
て
参
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
衷
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理事長  広谷 五郎左エ門



【 第182回総代会】

【 意見を 述べる 渡邉総代】

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第

　一 

号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
第

　二 

号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
改
正
に
つ
い
て

議
第

　三 

号 

最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
積
立
金
に
関
す
る
規
定
の
新
設
に
つ
い
て

議
第

　四 

号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ
い
て

議
第

　五 

号 

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
処
分
に
つ
い
て

議
第

　六 
号 

令
和
三
年
度
一
般
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
　〜

議
第
三
十
〇
号 

令
和
三
年
度
地
区
除
外
決
済
金
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
三
十
一 

号 

令
和
四
年
度
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
資
金
の
拠
出
に

つ
い
て

議
第
三
十
二 

号 

令
和
四
年
度
一
般
会
計
収
支
予
算

議
第
三
十
三 

号 

令
和
四
年
度
賦
課
金
の
賦
課
基
準
並
び
に
賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

議
第
三
十
四 

号 

令
和
四
年
度
一
時
借
入
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
第
三
十
五 

号 

令
和
四
年
度
預
金
先
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
三
十
六 

号 

令
和
四
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
除
外
決
済
金
の
基
準
額

及
び
徴
収
に
つ
い
て

議
第
三
十
七 

号 

令
和
四
年
度
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
地
区
加
入
金
の
基
準
額
及

び
徴
収
に
つ
い
て

利水豊穣春の祈願祭（ 令和4 年 4 月2 2 日）

　 利水豊穣春の祈願祭は、 昭和56年４ 月22日に初めて最上川の水が山形盆地に通水された日を記念して昭

和63年より 毎年実施しており 、 今年で35回目を迎えます。

　 今年も 新型コロナウイルス感染拡大を受け、 規模を縮小しての開催と なり ました。 利水豊穣碑前にて最上

川と 馬見ヶ崎川の清水による「 合水の儀」 に始まり 、「 祈願拝礼の儀」 を行い、 今年の豊水と 豊作、 農作業の

安全を祈願いたしました。

【 合水の儀】 【 祈願拝礼の儀】

最 上 川 中 流 だ よ り 令和４ 年６ 月（ 3） 第 89 号



収 支 予 算

（単位：円）

令和４年度の一般会計収支予算は、第１８２回総代会において議決されました。

773,210,000円

◎複式簿記への移行について

土地改良法の一部改正により、貸借対照表の作成・公表を行うことが義務付けられました。それに伴い、当土地改良区

でも令和４年度より複式簿記へ移行することとなりました。複式簿記導入により、令和４年度予算につきましては、従来の

各特別会計をすべて一般会計へ組み込んだ予算となっております。

複式簿記での会計処理を行い、より透明性の高い土地改良区運営を行ってまいります。ご理解、ご協力のほどよろしく

お願い申し上げます。

土地改良事業収入
382,250,000

交付金収入
83,560,000

業務受託料収入
43,900,000

特定資産取崩収入
27,750,000

基本財産取崩収入
20,010,000

補助金等収入
11,170,000

雑収入
10,970,000

附帯事業収入
10,280,000

その他
550,000

繰越金
182,770,000

土地改良事業費支出
403,190,000

一般管理費
167,390,000

特定資産積立支出
10,670,000

土地改良事業負担金支出
7,600,000

基本財産積立支出
6,010,000

固定資産取得支出
5,950,000

その他
340,000

予備費
172,060,000

【 収 入 】

【 支 出 】

科　　目 本年度予算額 科　　目 本年度予算額

1.土地改良事業収入 382,250,000 1. 土地改良事業費支出 403,190,000

2. 附帯事業収入 10,280,000 2. 一般管理費 167,390,000

3. 基本財産運用収入 20,000 3. 土地改良事業負担金支出 7,600,000

4. 特定資産運用収入 300,000 4. 借入金返済支出 30,000

5. 補助金等収入 11,170,000 5. 支払利息 20,000

6. 交付金収入 83,560,000 6. 固定資産取得支出 5,950,000

7. 業務受託料収入 43,900,000 7. 出資金取得支出 10,000

8. 雑収入 10,970,000 8. 基本財産積立支出 6,010,000

9. 借入金収入 20,000 9. 特定資産積立支出 10,670,000

10.基本財産取崩収入 20,010,000 10.雑支出 140,000

11.特定資産取崩収入 27,750,000 11.会計内繰出金 140,000

12.固定資産売却収入 50,000 12.予備費 172,060,000

13.出資金返還収入 10,000

14.貸出返済金収入 10,000

15.会計内繰入金 140,000

16.繰越金 182,770,000

合計 773, 210, 000 合計 773, 210, 000

【　収　　入　】 【　支　　出　】

最 上 川 中 流 だ よ り令和４ 年６ 月 （ 4）第 89 号
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令和４ 年３ 月16日  午後11時36分発生  福島県沖地震（ 山形市 最大震度４ ）

当改良区施設『 国営 中央幹線用水路』 に甚大な被害

　 当改良区管内において、最上川頭首工から 取水し た農業用水を 送水するための国営用水路『 中央幹線用水路』 
（ PC管Φ1650mm ）が、被害を 受けまし た。用水路の破損により 、隣接する道路が陥没し 、大量の土砂が周辺の農
地へ流出するなど、こ れまでに無い甚大な被害と なり まし た。その後、国・ 県並びに市から の指導・ 協力を頂きなが
ら 、５ 月６ 日、かんがい用水の通水に支障なく 復旧しまし た。

５ 月１ 日　 鋼管にて復旧

４ 月１１日　 破損箇所撤去

３月１７日　 航空写真にて被害状況確認

５ 月2 4 日　 市道復旧完了

３ 月１８ 日　 破損箇所確認

最 上 川 中 流 だ よ り 令和４ 年６ 月（ 7） 第 89 号
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形

（例）施設名　 （氏名  電話番号）

●●●分水工 （●●●● 123-4567）

馬見ヶ崎川合口頭首工

馬

最上川中流土地改良区

中 央 幹 線 用 水 路

最上川取水口

西
部

幹
線

ト
ン

ネ
ル

見 ヶ 崎 川 導 水路

中

部

幹

線

用

水

路

西

部

幹

線

用

水

路

用

水

路

大

曽

根

左
沢

線

奥

羽

線

仙
山

線

本

南館分水工 (金澤 功  643-5697) 

上町分水工 (齋藤孝一郎  644-1265) 

石関分水工 (有海 賢二  643-4952) 

飯塚分水工 (荒井 秀晃  644-5490) 

椹沢分水工 (金子 照義  644-5992) 

西崎分水工 (大築 義雅  643-8555) 

志戸田分水工 (五十嵐 昇  644-1372) 

追散分水工 (秋葉 正義  643-9379) 

八ヶ郷第3分水工 (貝和 良一  681-8691) 

八ヶ郷第1・2分水工 (高橋 守  681-1320) 

今塚分水工 (丹野 雅彦  681-8795) 

沖堰分水工 (佐藤 敏明  684-5583) 

境田分水工 (設楽 正男  684-0131) 

成安分水工 (丹野 都弘  684-1918) 

漆山分水工 (丸子 宏  684-5848) 

出羽・明治分水工 (安達 浩之  684-5761) 
山辺分水工 (江口 順市  664-6712)

北宿第２分水工 (会田平四郎  664-6829) 

根際分水工 (小関 健登  664-6048) 

要害分水工 (鈴木 勇一  664-6658) 

反田分水工 (鎌田 清蔵  643-2353) 

二ツ筒頭首工 (佐藤美紀夫  644-4933) 

常明寺分水工 (岸 英一  644-9282) 

古舘分水工 (奥山 長伸  644-5597) 

文珠山分水工 (大木万之助  644-4809) 

門伝第１分水工 (加藤 秀正  643-2733) 

山王頭首工 (笹原 秀一  645-2681) 

門伝第２分水工 (杉沼 俊昭  643-1472) 

富神頭首工 (西村 博幸  644-2570) 

柏倉分水工 (伊藤 巧  645-3592) 

本沢分水工 (古内 善昭  688-4736) 

一ノ関頭首工 (庄司 義文  688-4118) 

久保手分水工 (井上 芳美  672-5952) 

南山形第１分水工 (鈴木美智也  688-2271) 

南山形第２分水工 (小笠原俊行  688-2021) 

南山形第３分水工 (菊地 完二  688-5056) 

大明神堰頭首工  (古頭金一郎  688-2110) 

北宿第１分水工 (武田 義弘  664-6170)

取水量は水利権により 厳し く

制限さ れています。

組合員の皆様のご協力よろし

く お願いいたします。

パイ プラ イン・ 用水路から
の農業用水の掛け 流し は
やめましょう 。

水利調整委員会　◎委員長　大木 万之助　　○副委員長　有海 賢二　・　丸子　宏

　当土地改良区は、用水の管理にあたり限りある水の有効利用を図るために、水利調整委員会を

設置しています。水利調整をして頂く３８名の各分水工等の水利調整委員は次の方々です。

　組合員皆様の水利に関するご要望は、土地改良区に直接ご連絡下さっても対応できませんので、 

 必ず下記の水利調整委員にご連絡してください。

◇水利のご相談は水利調整委員まで◇

最 上 川 中 流 だ よ り令和４ 年６ 月 （ 8）第 89 号



10月1日から期間 4月11日から 5月6日から 5月21日から 9月11日から

取　 水　 口

翌年の

区分 5月5日まで 5月20日まで 9月10日まで 9月30日まで 4月10日まで

◇非かんがい期の通水停止について◇

最上川中流土地改良区利水調整規程第10条により配水計画を周知いたします。

当改良区における最上川と 馬見ヶ 崎川からの 最大取水量等 は、次のと おりです。

合口頭首工

馬見ヶ 崎川
1.223㎥/s 2 .12 1㎥/s 1 .4 64㎥/s

令和４ 年７ 月４ 日（ 月）～７ 月21日（ 木） 頃まで

～ 取水量を減らします。 ご協力をお願いいたします。 ～

年　 　 間

総取水量

59 ,680千㎥

39 ,420千㎥

◇中干し 期間の設定について◇

1.223㎥/s 1 .2 23㎥/s

最　 上　 川
0 .738㎥/s 7 .82 3㎥/s 6 .5 68㎥/s 0 .6 78㎥/s 0 .6 31㎥/s

節水の徹底！かけ流し 厳禁！
皆様のご協力お願いします。

非かんがい期間は、 国営・ 県営の施設の設備点検整備のため、

水路維持用水を 長期間停止する場合があり ます。

ご迷惑を お掛けし ますが、 ご協力を お願いいたし ます。

農業用水の が更新さ れまし た
（ 許可期限： Ｒ４．４．１～Ｒ14．３．3 1 ）

（ かんがい期間： ５ ／６ ～９ ／10 ）

許可水利権

用水路やため池は
危険がいっ ぱい ! !
 近年、農業用の水路

やため池での事故が頻

発しています。敷地内へ

の無断侵入など危険な

行為は絶対にしないで

下さい。

 農業用水は、河川管理者から許可された

水利権の定めにより、川から取水できる水量

は限られています。そのため、水利調整委員・

地区管理運営委員は、組合員の皆様のご協

力のもと無駄な水を流さないように分水調整

を行っております。

 組合員一人一人の節水の心掛けが電気

料金等の軽減にも繋がりますので、より

一層の節水にご協力をお願いいたします。

最 上 川 中 流 だ よ り 令和４ 年６ 月（ 9） 第 89 号
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【 賦課金のコ ンビニ納付について】 令和４年度より、コンビニでの納付が可能となりました。

セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン
MMK設置店（ツルハドラッグ・イオン・ウェルシア等）
全国６万１千店舗

コンビニ納付の際は専用の払込票が必要となります。

ご希望の方は、当土地改良区財務課までご連絡

下さい。
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令和４ 年度　 地区管理運営委員会と 事務局機構

◇改良区全体に関する こ と 　  事 務 局 長  石 　 山 　 廣 　 昭

◇総務・ 会計に関する こ と
　  総 務 課 長  

柴 　 崎 　 健 　 一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  （ 兼） 会 計 主 事

◇財務に関する こ と 　 　 　 　  財 務 課 長  大 狹 間 　 邦 　 晃

◇管理に関する こ と  管 理 課 長  品 　 川 　 康 　 臣

　 当土地改良区には、 1 0 の管理運営員会と 2 つの維持管理運営委員会、 1 つの委員会があり 、 それぞれの地区の

運営・ 維持管理・ 賦課金の督励・ 役員候補者の推薦などの業務を 担っ ており ます。

課　 員

課　 員

課　 員

係　 員

係　 員多面的機能支払

統括　 品川康臣（ 兼務）

農地耕作条件改善

統括　 山本竜也（ 兼務）

総　 務　 係

係長　 柴崎健一（ 兼務） 秋葉真理（ 主任）　 　 　 　 　 菊地　 望（ 主事）

有路　 樹（ 主任）　 　 　 　 　 進藤耕司（ 兼務）

佐藤善啓（ 主任）　 　 　 　 　

遠藤愛実（ 主任）

三嶽　 徹（ 主任）

山本竜也（ 主任）　 　 　 　 　 後藤竜也（ 技師）

寒河江秀明（ 主任）　 　 　 　 鈴木奏人（ 技師補）

荒井克也（ 技師）　 　 　 　  　 清水嵩登（ 主事補）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 石澤宏美（ 臨時）

荒井克也（ 兼務）　 　 　 　 　 鈴木奏人（ 兼務）

後藤竜也（ 兼務）　 　 　 　  　 清水嵩登（ 兼務）

秋葉真理（ 兼務）　 　 　 　 　 三嶽　 徹（ 兼務）

遠藤愛実（ 兼務）　 　 　 　 　 有路　 樹（ 兼務）

会　 計　 係

係長　 柴崎健一（ 兼務）

管　 理　 係

係長　 品川康臣（ 兼務）

水　 利　 係

係長　 品川康臣（ 兼務）

管　 理　 課

管理課長　 品川康臣

財　 務　 課

財務課長　 大狹間邦晃

課長補佐　 加藤裕二

総　 務　 課

総務課長（ 兼）会計主事

　 　 　 　 　   柴崎健一

事務局長

石山廣昭

係　 員

寒河江秀明（ 兼務）　 　 　 　 菊地　 望（ 兼務）

佐藤善啓（ 兼務）　 　 　 　 　 進藤耕司（ 多面的機能支払専門員）

管　 財　 係

係長　 細野　 諭

施設資産台帳整備

賦課徴収係

係長　 加藤裕二（ 兼務）

統　 　 括　 加藤裕二（ 兼務）

統括補佐　 細野　 諭（ 兼務）

最 上 川 中 流 だ よ り 令和４ 年６ 月（ 11） 第 89 号

地区委員会 委　 員　 長　（ ☎） 副　 委　 員　 長　（ ☎） 地区担当職員

１ 明 治 伊藤喜久雄（ 6 8 4 － 0 5 7 2） 秋葉　 俊彦（ 6 8 4 － 7 4 2 7 ） 三嶽　 　 徹 山本　 竜也

２ 出 羽 海和　 盛行（ 6 8 4 － 8 6 0 4）
丸子　 　 宏（ 6 8 4 － 5 8 4 8 ）

遠藤　 愛実 鈴木　 奏人
小林　 康弘（ 6 8 4 － 7 9 2 1 ）

３ 千 歳 渡邉　 欣一（ 6 8 1 － 0 4 0 4） 設楽　 正男（ 6 8 4 － 0 1 3 1 ） 遠藤　 愛実 清水　 嵩登

４ 北 部 （ 代理： 長岡　 幸一） 長岡　 幸一（ 6 8 1 － 1 6 1 1 ） 菊地　 　 望 有路　 　 樹

５ 八 ヶ 郷 前田　 信雄（ 6 8 1 － 8 5 3 7） 櫻井　 俊明（ 6 8 1 － 1 7 1 8 ） 佐藤　 善啓 後藤　 竜也

６ 中 部 大築　 義雅（ 6 4 3 － 8 5 5 5）　 朝倉　 　 了（ 6 4 3 － 8 5 2 0 ） 寒河江秀明 荒井　 克也

７ 南 山 形 古頭金一郎（ 6 8 8 － 2 1 1 0） 東海林賢治（ 6 8 8 － 3 2 6 0 ） 秋葉　 真理 山本　 竜也

８ 久保手・ 隔間場 井上　 芳美（ 6 7 2 － 5 9 5 2）
渡部　 重順（ 6 8 8 － 5 1 5 7 ）

佐藤　 善啓 清水　 嵩登
渡邉　 定芳（ 6 7 2 － 6 0 2 7 ）

９
西

部

１ ～３ 工区
粟野　 省三（ 6 8 8 － 3 4 9 3） 西村　 博幸（ 6 4 4 － 2 5 7 0 ）

三嶽　 　 徹 後藤　 竜也

４ ～６ 工区 細野　 　 諭 有路　 　 樹

1 0 玉 虫 江口　 順市（ 6 6 4 － 6 7 1 2） 三浦　 新一（ 6 6 4 － 6 3 7 9 ） 寒河江秀明 荒井　 克也

1 1 出 羽・ 明 治 海和　 盛行（ 6 8 4 － 8 6 0 4） 伊藤喜久雄（ 6 8 4 － 0 5 7 2 ） 加藤　 裕二 鈴木　 奏人

1 2 成 沢 荒井　 　 勲（ 6 8 8 － 6 6 0 1） 相馬　 清孝（ 6 8 8 － 2 6 5 0 ） 菊地　 　 望

1 3 十 文 字 髙梨　 善次（ 6 8 7 － 4 1 7 8） 村岡　 好孝（ 6 8 7 － 2 0 5 1 ） 秋葉　 真理
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。
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「
み
ど
り
の
会
さ
が
み
」
は
、
平
成
十
九
年
に
設
立
以
来
、
活

動
十
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
、
十
三
団
体
と
三
百
名
を

超
え
る
農
業
者
（
内
耕
作
者
百
十
一
名
）
、
役
員
十
三
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
活
動
範
囲
は
、
農
地
百
四
十
四
㏊
、
農
道
十
四
㎞
、

開
水
路
二
十
九
㎞
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
三
十
二
㎞
、
た
め
池
七
ヶ
所

で
す
。

　
毎
年
春
に
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
多
く
の
空
き
缶
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
回
収
し
、
夏
に
は
農
地
周
辺
の
一
斉
草
刈
り
、

秋
に
は
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
簡
易
補
修
・
防
草
シ
ー
ト
の
設

置
を
行
う
予
定
で
す
。
長
寿
命
化
対
策
で
は
、
農
道
の
舗
装
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
の
バ
ル
ブ
交
換
な
ど
施
設
の
維
持
管
理
に
必
要
な
工

事
が
山
積
み
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
交
付
金
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
事
業
を
推
進
し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
基
盤
整
備
事
業
が
完
了
し
て
か
ら
四
十
年
以
上
が
経
過
し
、
各

種
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
や
大
規
模
修
繕
の
実
施
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
計
画
的
に
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。【 防草シート の設置】

【 農道の簡易補修】


